
第６回蒲田駅周辺地区基盤整備研究会

参考資料

1. 交通ネットワークの考え方について

2. 東西自由通路・連絡通路の整備について

3. 駅前広場の整備について

4. 駅周辺街路の道路空間の再編について



１． 交通ネットワークについて

■交通ネットワークの実現に向けた駅周辺の基盤整備

蒲田駅周辺地区では、まちの東西の歩行者ネットワークをつなぐ拠点として複数の基盤施設の整備に向けた検討を行う。

1

東西のまちをスムーズにつなぐ
・東西自由通路
・北側連絡通路

駅からまちへの回遊性を高める
デッキネットワーク
・西口自転車駐車場

公共交通と駅・まちの結節
機能を強化する駅前広場

歩行者ネットワーク（GD)

道路空間の再編

駅からまちへの回遊性を高める
デッキネットワーク
・駅前広場立体利用区域
・再開発街区との連携

駅とまちを快適につなぐ
主要な歩行者空間

駅とまちを快適につなぐ
主要な歩行者空間



２． 東西自由通路・連絡通路の整備について

JR蒲田駅

東急蒲田駅
JR南口改札

東急プラザ

グランデュオ
蒲田西館

西口駅前広場

東口駅前広場

東西連絡通路

JR東急連絡通路

グランデュオ
蒲田東館

大田区役所

現況図（位置図）

• 駅利用者の増加により東西連絡通路が混雑し、またクランク形状の
動線によりスムーズなまちへの流動を阻害している。

• JR南口と東急改札間において、滞留空間が不足し乗換え利用者等に
よる混雑緩和が必要。

• 駅西側利用者（東急線利用者、西口利用者など）の駅東側南方面へ
のアクセス性の向上や、鉄道相互の乗換利便性を向上させる必要が
ある。

• 西口の大学や東口の商業機能による人の流れに対応した、駅北側に
おける歩行者動線の確保が必要。

• 周辺再開発と連携した歩行者動線の確保や、将来需要を見据えた配
置と十分な幅員を確保した整備が必要。

• 災害時等における東西間の安全な避難経路としての機能を有し、地
区の防災性の向上が必要。

■現状と課題

【東西自由通路】

 南口方面への歩行者交通量の増加
傾向を踏まえて、中央南寄りの位
置に整備し、将来需要を見据えた
幅員（概ね15ｍ程度）を確保する
とともに、直線的形状とすること
で、東西のまちをスムーズつなぐ。

 鉄道相互の乗換え動線において、
十分な滞留空間を確保することで
混雑緩和を図り、さらなる乗換え
利便性の向上を図る。

 24時間常時開放とし、災害時にお
ける避難経路とするなど、地区の
防災性の向上に資する運用とする。

■整備の方向性

新空港線

JR蒲田駅

東急蒲田駅

東口駅前広場

西口駅前広場

大田区役所

【デッキネットワークの構築】

 駅北側の歩行者流動に対する動線を確
保するため、駅北側にデッキレベルの
連絡通路を設置する。

 東西自由通路位置の変更（南寄り）に
より、東口中央通りや商店街利用者の
利便性を確保するため、駅前広場の立
体利用によるデッキを整備し、駅前空
間の利便性、回遊性を維持・向上させ
る。

 また、東口再開発街区との連携による
ペデストリアンデッキの整備を検討し、
アロマ街区などまちへの回遊性を高め
る。

再開発街区
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２． 東西自由通路・連絡通路の整備について

■検討内容

東西自由通路
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視点① ネットワーク性の向上・歩行者流動への対応

•西口の都市骨格軸と歩行者通行量の多い東口南方面の都市骨格軸が
直線的に接続する位置とすることで、東西のまちの移動がスムーズ
になる。

視点② 駅施設との関係性

•駅舎の改良、駅ビル、新空港線整備等を踏まえると、構造上の支障
や施工課題等の観点から、現在の位置よりやや南寄りの位置が望ま
しい。

•また、駅前広場との関係からも南寄りに設置することで溜まり空間
が確保でき、駅前広場に接続する昇降施設は、駅利用者の安全面か
らも建物内に設置することが望ましい。

※H28歩行者通行量調査による歩行者通行量（平日8時台）
※都市骨格軸：蒲田駅周辺地区グランドデザインにおける都市軸

西口

東口

溜まり空間

溜まり空間

アロマスクエア

大田区役所

（東口駅前広場の立体利用）

デッキネットワーク

〇現状（地下）
・構造物の老朽化が進んでいる（昭和初期建設、昭和38年改築）
・バリアフリー未対応で、階段の勾配がきつい（東側約59%、西側約53%）
・深夜の通行に防犯上の不安がある

【現況交通量（令和2年11月交通量調査結果より）】
ピーク時：614人（自転車含む）、12時間合計：5,035人

東口側出入口連絡通路内部（幅員2.7ｍ）西口側出入口

〇将来（デッキレベル）
• バリアフリー対応により、現況の利用者の利便性が向上するとともに、東西
自由通路利用者の転換により、東西自由通路の混雑緩和が期待される

• 防犯上の不安が払しょくされることにより、利用者の増加、まちのイメージ
や安全性の向上も期待される

視点② 駅とまちの一体性、まちへの回遊性の向上

（東口再開発街区）

• 駅前の混雑緩和や安全な歩行環境を確保し、駅利用者の利便性、まちの回遊性
を高めるため、再開発街区と連携したペデストリアンデッキを整備する。

• 立体道路制度等を活用し、東口駅
前広場の回遊性を向上させ、駅前
広場内の安全性を確保する。

• 地上部の空間形成にも配慮した整
備を検討する。

（西口自転車駐車場との連携）

• 西口自転車駐車場の再整備と連携したデッキレベルの歩行者動線を検討する。

視点① 駅前空間における利便性・安全性の向上

（駅北側連絡通路）



２． 東西自由通路・連絡通路の整備について

■検討内容

駅前街区でのネットワーク構築の必要性
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ペデストリアンデッキ

・横断歩道を経由しないで駅前広場の横
断が可能（歩車分離）

・アロマスクエアや再開発施設への人流
のうち歩行者による横断歩道の横断を
軽減

縦動線

・デッキレベルからまち側へつながる昇降施設
を設置

・２つの滞留空間により歩行者動線の流動円滑
化を図る

歩行者動線（南側）
・現況歩道幅員２ｍ以下のバス通り北側
の歩行者空間のサービス水準向上

・歩道幅員２ｍ以上＋歩道状空地による
歩行者環境の確保

滞留空間

・交流広場などの滞留空間を確保
・再開発ビル接続先に「交流スペース」
「イベントスペース」等に活用できる
広場空間を確保

・滞留空間は災害時は一時滞在空間とし
て活用

・再開発施設で設置予定の交流広場等と
の連携によって、駅前広場機能の拡
充・補完が可能

滞留空間

交流広場などの滞留空間の確保

デッキ階

地上階

•東西自由通路から横断歩道を経由せずに駅前広場の横断を可能とすることで、東口のまちへの移動がよりスムーズになり駅とまちの一体性が向
上する。

•駅前街区内に歩行者動線及び既存商店街やさかさ川通り、アロマスクエア等と繋がる昇降施設を設けることで、まちの資源との連携を強化する。

•また、昇降施設へ向かう動線の周辺には交流広場などの滞留空間を設けることで、まちへと繋がるにぎわいを創出する。

JR蒲田駅

東急蒲田駅



【東口、西口共通】

• 駅周辺に分散しているバス・タクシー乗降場などの交通施設を再配
置し、駅利用者のシームレスな乗換え利便性向上や交通結節機能を
強化する必要がある。

• 将来需要に対応できる駅前広場の規模を確保する必要がある。

【東口】

• 駅前広場内を一般車両が通過するなど、広場内の安全性を確保する
必要がある。

• 駅や自由通路とまちを結ぶ円滑な歩行者動線を確保する必要がある。

• 東口地下自転車駐車場など、初動期整備計画との整合を図りながら
検討を進めることが必要。

【西口】

• 新空港線に対応した交通結節空間などを確保する必要がある。

• 歩行者の増加が見込まれる南口方面の歩行者動線を確保し、南側へ
の回遊性を高めることが必要。

３． 駅前広場の整備について

■現状と課題 ■整備の方向性

東口、西口ともに、交通施設の集約、安全な歩行者空間の確保、
将来需要への対応の観点から、駅前広場を拡張する。

【東口】

 公共施設等との連携による南側への拡張を図るとともに、ペ
デストリアンデッキ等の施設整備の検討状況を踏まえながら、
中長期整備における駅前広場の検討を進める。

【西口】

 隣接事業者と連携した歩行者空間を確保し、駅前広場内にお
ける快適性・安全性の向上を図る。

東急プラザ

グランデュオ
蒲田西館

西口駅前広場

現況図（西口）

東口駅前広場

グランデュオ
蒲田東館

大田区役所

15・16・17番街区
再開発準備組合
（R2設立）

現況図（東口）
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西口駅前広場

JR蒲田駅

東急蒲田駅

東口駅前広場

大田区役所



３． 駅前広場の整備について
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■検討内容

• 将来の駅前広場の必要面積は、東口で約9,000㎡程度、西口で
約7,000㎡ 程度となる。

【西口】

 新空港線・南口利用者が多く
行き交う南側に交通施設を拡
げる場合、交錯等の懸念があ
ることに加え、駅街路第3号
線への接続も悪い。

 西側へ拡げる場合、既存の商
店街を避けると、駅前広場が
不整形となるなど課題がある。

 北側へ拡げる場合、東急蒲田
駅から遠くなる。

 上記を踏まえ、駅ビル側と連
携した機能確保が望ましい。

【東口】

 北側へ交通施設を拡げる場合、
主要な歩行者動線から遠くな
り、補助第36号線への接続が
悪い。

 東側へ拡げる場合、区画街路
第7号線との接続が悪く、一
般車両動線の分離も難しい。

 駅ビル側へ拡げる場合、駅ビ
ルの足元空間が狭くなる。

 上記を踏まえると、南側への
拡張可能性を検討することが
望ましい。

視点① 駅前広場の必要規模 視点② 歩行者流動

バス動線
（現状）

バス動線
（現状）

補助第37号線

JR蒲田駅

東急蒲田駅

◆駅前広場の拡張可能性等の検証

• 駅西側の歩行者通行量は南口方面が最も多く、駅東側は南方向への
流動が多い傾向にある。

JR蒲田駅

東急蒲田駅

歩行者動線



４． 駅周辺街路の道路空間の再編について

• 補助第36号線沿い（ぽぷらーど（東口商店街））などに分散してい
るバス乗降場により、バス待ちの人と歩行者が錯綜し歩道空間が混
雑している。

• バリアフリーへの対応など、安全性、快適性に配慮した歩行者空間
を確保することが必要。

• 歩車分離など、安全で快適な歩行者・自転車ネットワークを形成し、
地区内の回遊性を高めることが必要。

■現状と課題 ■整備の方向性

5.9m

歩道 停車帯
（バスバース）

3.25m 3.75m

車道

3.75m

車道 停車帯
（バスバース）

3.25m 5.1m

歩道

7.1m

歩道 自転車
レーン

2m 3.75m

車道

3.75m

車道

6.3m

歩道自転車
レーン

2m

連続した
街並み

連続した
街並み

 補助第36、37号線、駅
街路第3号線のバス乗降
場の駅前広場への集約に
より、空いた停車帯を自
転車・歩行者空間に活用
する。

 車両出入による分断や壁
面位置、1階の用途など
街並みの連続性に配慮し
た誘導を行い、安全で快
適な歩行者空間を創出す
る。

 主要第89号線は、隣接
する街区と連携した歩行
者空間の拡充を図る。

道路空間の活用イメージ

JR蒲田駅

東急蒲田駅

補助第37号線
補助第36号線

バスルート主な歩行者動線

主要第89号線交差点改良等
による歩行者
動線確保
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JR蒲田駅

東急蒲田駅
JR南口改札

東急プラザ

グランデュオ
蒲田西館

西口駅前広場

東口駅前広場

東西連絡通路

JR東急連絡通路

グランデュオ
蒲田東館

大田区役所

現況図（位置図）

補助第37号線 補助第36号線

主要第89号線

バス路線

15・16・17番街区
再開発準備組合
（R2設立）



４． 駅周辺街路の道路空間の再編について
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■検討内容

視点① 駅周辺街路の役割

道路を横断する歩行
者の安全性を確保す
ることが必要

主要第89号線
 現状はバスの通行や乗降が多く、大規模

施設（アロマスクエア等）への相当数の
歩行者動線との交錯が課題になっている

• バス乗降場を駅前広場に集約する
とともに、隣接する街区と連携し
た歩行者空間の拡充を行っていく
ことが必要

補助第37号線、駅前街路第3号線
 バス停からの人の流動を受け止め、生活を支え

る商業・業務機能が集積

• バス乗降場の駅前広場集約により空いた
停車帯を、自転車・歩行者空間に活用

• 車両出入による分断や壁面位置や1階の用
途など街並みの連続性に配慮した誘導が
必要

西口駅前
広場

JR蒲田駅

東急蒲田駅

東口駅前
広場

西口駅前
広場

補助第36号線【ぽぷらーど（東口商店街）】
 バス停からの人の流動を受け止め、生活を支

える商業機能の集積があり、京急蒲田駅方面
への主な歩行者動線を担う通りである

• バス乗降場の駅前広場集約により空いた
停車帯を、自転車・歩行者空間に活用

• 車両出入による分断や壁面位置や1階の
用途など街並みの連続性に配慮した誘導
が必要

東口駅前
広場

東口駅前
広場

バス乗降場

バス乗降場

バス乗降場

バス乗降場


